
























する特殊な場面を ｢母語場面 (nativesituation)｣｢内的場面 (int,ernal


































































































出身池 母語 年齢 性別 日本語学習歴その他




F2 台湾.台北 中国 23才 女性 日本語学習歴は台湾で4年間o語 留学生として東口して.半 oE一本語
を使う機会は多いo














// 確認できるポ-ズ 5(‖) headmovementの略で頭の縦振り (うなづき)
0千ユ 文末イン卜ネ-シヨンが認めら
れ∴文法的に文と認められる発【(S) shakeの略で頭の横振り











戸 (1987)の定義を援用 した (杉戸 1987参照)｡杉戸は発話を ｢あいづち

















































































Jl え ,ー千円くらい? もつと安いの? 八百円くらい? 五百円
F1 (G) うん ((;)
Jl あ,は/tJと-,へえー
Fl うん,五百円ぐらいo そういいですねOだからす
Jl うんうん うんうん 三倍ぐら
Fl ごい, びっくりしま,びっくりしましたo うん
Jl い? うん ああ,見てな
Fl そうねO でも,うんトゥル ,ー卜ウル-ライズ,


























































































































































障をきたすということは見 られなかった｡ しか し参加のル-ルを想定 した
場合,問題 と考えられる箇所がいくっか見 られた｡
｢5.1 枚調査者の意識｣でも述べたように,J2はF2の発話が少な く
ても不快感を感 じたりイライラすることはなかった｡ しか し会話中 J2が
F2にターンを譲 り,さらに会話が展開することを期待 していたときF2が
あまり協力的でなかった場合は,やや期待を裏切 られたように感 じたとい










F2 好きですo (H) (7-1)
J2 また,ゆっくりo //ねえ,京都とかはわりと行きました? やっぱ
F2 (H) (日_) (i)
J2 ちゃんと行ってますね. (ip./1) (H)





J2 有名なところしか行ってなくつて, うん あまり行ってないですねo
F2 =い
J2 (il) あ,行きました?
F2 (Ii) //あの,祇園さい,紘 (S)行かなかった,けど,
J2は,神戸観光についての トピックが終わったので1T2が話 しやすそ う
な ｢京都について｣ というトピックを選び提出 したが∴予想8期待に反 し
102
F2が充分に反応 しなかったのでがっかりしたと言 う｡何度か 夕-ン肴譲
りF2が祇園祭について夕-ンを敬 ったときは安心 したそうだO 自分のプ
ランに沿った会話矧絹が始まったからであろう｡
他にF2が提出した トピックをJ2が積極的に支持 しさらに展開 しよう
としたときも,F2があまり反応 しなか った場合J2ほ不満を感 じている
(2例)0
<談話資料4>




























でターンを取 らせようと何度 も試みている｡F2はこれ らの箇所に関 し
｢特にコメントがなかったから発話 しなかった｣と説明 しているが,｢同じ
台湾出身の留学生のSさんとだったら何か言ったと思 うか｣という質問に































































行が目的 と言える｡ したが って話者交代のス トラテジ…教育を行 うとすれ
ば,聞 き返 しのス トラテジーなどとの関連を図 る必要があるだろう｡
3)｢参加のルール｣ に触れる必要がある｡
望 ま しい発話崖 について母語場面での期待 と接触場面での期待の両方 に
触れ,学習者が自分の ｢外国人 としての属性｣について認識 してお く必要
がある｡ とくに ｢ゲス ト-ホス ト｣ という関係が珪 じる可能性 とその場合
の特殊性を知 り,利用する必要がある｡
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